
 

 

新医学系指針対応「情報公開文書」改訂フォーム     単施設研究用 
 
母趾種子骨、蹠側板の構造と病態の組織学的横断研究 

 

１．研究の対象 
2020 年度琉球大学解剖学実習で用いられる御遺体（平成 29 年 7 月 26 日から平成

30 年 6 月 6 日の期間にお亡くなりになり琉球大学でいご会へ献体された方） 

 

２．研究目的・方法 

母趾 MTP 関節（足の親ゆびの付け根の関節）は外反母趾、種子骨障害など前足部

に生じる重要な疾患の発生部位です。この母趾 MTP 関節底側には多くの筋腱、靱

帯の付着部となる種子骨およびそれを内包する蹠側板が存在し、MTP 関節の動的

安定化機構として機能しておりこの機能破綻が疾患発症の引き金となります。蹠

側板での腱靱帯付着部症（腱靱帯付着部での繰り返す微小損傷の積み重ねによる

障害）が上記疾患の初期の病態である可能性が考えられますが詳細な組織学的研

究は無く、またその組織学的構造自体も未だ明らかではありません。本研究の目

的は、母趾蹠側板における腱・靱帯付着部の力学的特徴を「組織形態計測」で明

らかにする事、腱・靱帯付着部に存在する変性所見の局在や頻度などの特徴を明

らかにし疾患の発症メカニズムについて検討する事です。 

（※種子骨障害とは：母趾 MTP 関節底側の種子骨周囲に痛みが生じ日常生活やス

ポーツ活動に支障をきたす疾患です。） 

 

３．研究期間 
 人を対象とする医学系研究倫理審査委員会承認日から令和 4年 3月 31 日 （延長中） 

 

４．研究に用いる試料・情報の種類 
 情報：死亡時の年齢、性別 等 
 試料：母趾（組織スライドを作成し組織の形態計測を行います） 等 
 
５.二次利用について 
将来新たな研究に利用する可能性があります。その際は再度倫理審査委員会へ申請しま

す。 
 
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、



 

 

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについてご家族の方にご了承いただけない

場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも不利益

が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
琉球大学病院 整形外科 研究担当および責任者 ： 東千夏（あずま ちなつ）           

【TEL】098-895-1174  【FAX】 098-895-1424 

-------------------------------------------------------------------以上 


